
震災伝承施設（第３分類）

震災伝承施設の果たす役割

（年１月末時点）

名
取
市
震
災
復
興
伝
承
館

南
三
陸
３
１
１
メ
モ
リ
ア
ル

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館

津
波
遺
構
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル

防
災
・
減
災
の

大
事
さ
学
ぶ

ジ
オ
ラ
マ
で
知
る

震
災
前
の
ま
ち
並
み

来
館
者

万
人
超

ラ
ー
ニ
ン
グ
提
供

複
合
災
害
伝
え
る

ホ
ー
プ
ツ
ー
提
唱

津
波
の
威
力
歴
然

映
像
も
公
開

（４）第３１７４号 第３種郵便物認可 ２０２３年（令和５年）５月２２日（月曜日）

　【青森県】
　八戸市みなと体験学習館（八戸市）
　【岩手県】
　津波遺構たろう観光ホテル（宮古市）
▽たろう潮里ステーション（宮古市）
▽宮古市市民交流センター　防災プラ
ザ（宮古市）▽田老防潮堤（宮古市）
▽震災メモリアルパーク中の浜（宮古
市）▽大船渡市立博物館（大船渡市）
▽久慈市地下水族科学館　もぐらんぴ
あ（久慈市）▽３・東日本大震災遠
野市後方支援資料館（遠野市）▽釜石
祈りのパーク（釜石市）▽いのちをつ
なぐ未来館（釜石市）▽大槌町文化交
流センターおしゃっち（大槌町）▽震
災遺構明戸海岸防波堤（田野畑村）▽
島越ふれあい公園（田野畑村）▽羅賀
ふれあい公園（田野畑村）▽東日本大
震災津波伝承館「いわてＴＳＵＮＡＭ
Ｉメモリアル」（陸前高田市）▽高田
松原津波復興祈念公園　国営追悼・記

念施設（陸前高田市）▽野田村復興展
示室（野田村）▽山田町まちなか交流
センター（山田町）▽大船渡魚市場
（大船渡市）▽陸前高田市立博物館
（陸前高田市）▽タピック「旧道の
駅『高田松原』」（陸前高田市）▽気
仙中学校（陸前高田市）
　【宮城県】
　東日本大震災学習・資料室（仙台市）
▽せんだい３・メモリアル交流館
（仙台市）▽震災遺構　仙台市立荒浜
小学校（仙台市）▽石巻ニューゼ（石
巻市）▽伝承交流施設　ＭＥＥＴ門脇
（石巻市）▽東日本大震災メモリアル
南浜　つなぐ館（石巻市）▽唐桑半島
ビジターセンター・津波体験館（気仙
沼市）▽リアス・アーク美術館　「東
日本大震災の記録と津波の災害史」常
設展示（気仙沼市）▽気仙沼市　東日
本大震災遺構・伝承館（気仙沼市）▽
津波復興祈念資料館　閖上の記憶（名

取市）▽岩沼市　千年希望の丘交流セ
ンター（岩沼市）▽東松島市　東日本
大震災復興祈念公園（東松島市）▽高
野会館（南三陸町）▽名取市震災メモ
リアル公園（名取市）▽塩釜市津波防
災センター（塩釜市）▽石田沢防災セ
ンター（松島町）▽ＮＨＫ仙台拠点放
送局（仙台市）▽山元町防災拠点・山
下地域交流センター「１階防災情報セ
ンター」（山元町）▽山元町震災遺構
　中浜小学校（山元町）▽中浜小学校
震災モニュメント「３月日の日時計」
（山元町）▽名取市震災復興伝承館
（名取市）▽気仙沼市復興祈念公園
（気仙沼市）▽石巻南浜津波復興祈念
公園（石巻市）▽石巻市震災遺構大川
小学校（石巻市）▽海の見える命の森
（南三陸町）▽東日本大震災慰霊碑
「日和幼稚園被災児慰霊碑」（石巻市）
▽石巻市震災遺構門脇小学校（石巻市）
▽がんばろう！石巻看板（石巻市）▽

南三陸町東日本大震災伝承館　南三陸
３１１メモリアル（南三陸町）
　【福島県】
　アクアマリンふくしま（いわき市）
▽いわき市ライブいわきミュウじあむ
「３・いわきの東日本大震災展」
（いわき市）▽いわき市地域防災交流
センター　久之浜・大久ふれあい館
（いわき市）▽相馬市伝承鎮魂祈念館
（相馬市）▽福島県環境創造センター
交流棟「コミュタン福島」（三春町）
▽小峰城（白河市）▽みんなの交流館
　ならはＣＡＮｖａｓ（楢葉町）▽い
わき震災伝承みらい館（いわき市）▽
東日本大震災・原子力災害伝承館（双
葉町）▽ふたばいんふぉ（富岡町）▽
Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｔｒａｉｎｉｎｇ
　Ｃｅｎｔｅｒ　Ｊ―ヴィレッジ（楢
葉町）▽震災遺構浪江町請戸小学校
（浪江町）▽とみおかアーカイブ・ミ
ュージアム（富岡町）

　
第
１
分
類
は
、
①
災
害
の
教

訓
が
理
解
で
き
る
も
の
②
災
害

時
の
防
災
に
貢
献
で
き
る
も
の

③
災
害
の
恐
怖
や
自
然
の
畏
怖

を
理
解
で
き
る
も
の
④
災
害
に

お
け
る
歴
史
的
・
学
術
的
価
値

が
あ
る
も
の
⑤
そ
の
他
、
災
害

の
実
情
や
教
訓
の
伝
承
と
認
め

ら
れ
る
も
の
―
の
う
ち
、
い
ず

れ
か
一
つ
以
上
に
該
当
す
る
施

設
。

　
第
２
分
類
は
、
第
１
分
類
の

う
ち
公
共
交
通
機
関
等
の
利
便

性
が
高
い
、
近
隣
に
有
料
ま
た

は
無
料
の
駐
車
場
が
あ
る
等
、

来
訪
者
が
訪
問
し
や
す
い
施

設
。

　
第
３
分
類
は
、
第
２
分
類
の

う
ち
案
内
員
の
配
置
や
語
り
部

活
動
等
、
来
訪
者
の
理
解
し
や

す
さ
に
配
慮
し
て
い
る
施
設
。

　
関
連
死
を
含
む
死
者
・
行
方
不
明
者
が
２
万
２
千
人
超
に
上
っ
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
３
月

日
で

年
を
迎
え
た
。
今
年
も
、
地
震

発
生
時
刻
の
午
後
２
時

分
に
は
各
地
で
人
々
が
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
っ
た
。

　
未
曽
有
の
災
害
と
復
旧
・
復
興
の
歩
み
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
、被
災
地
に
震
災
伝
承
施
設
が
作
ら
れ
、多
く
の
人
が
足
を
運
ん
で
い
る
。


年
が
た
ち
、
震
災
の
記
憶
の
風
化
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
中
、
同
施
設
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
。

　
折
し
も
、
石
川
県
で
５
日
、
震
度
６
強
の
地
震
が
起
こ
り
、
珠
洲
市
が
激
し
い
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
た
。
市
内
の
宿
泊
施
設
の
中
に
は
通
常

営
業
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
。

　
地
震
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
震
災
伝
承
施
設
を
訪
れ
、
知
識
を
深
め
る
こ
と
は
決
し
て
無
駄
で
は
な
い
。
こ
こ

で
は
一
般
財
団
法
人
３
・

伝
承
ロ
ー
ド
推
進
機
構
の
資
料
を
も
と
に
、
主
な
伝
承
施
設
の
現
状
を
伝
え
る
。

斬新な外観が特徴

震
災
復
興
伝
承
館
の
看
板
。
右
側
が
施
設

展
示
物
に
は

津
波
発
生
時

刻
（
右
）
と

津
波
到
達
時

間
を
表
し
て

い
る
当
時
の

時
計
も

津波の威力が伝わる建物だ

　
宮
城
県
南
三
陸
町
の
震
災
伝
承
施

設
「
南
三
陸
３
１
１
メ
モ
リ
ア
ル
」

は
、
南
三
陸
町
の
さ
ん
さ
ん
商
店
街

に
隣
接
す
る
。
昨
年

月
オ
ー
プ
ン

と
比
較
的
新
し
い
施
設
だ
。
に
も
関

わ
ら
ず
、
５
月
６
日
に
は
来
館
者
が


万
人
に
達
し
た
。

　

万
人
目
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
来
館

し
た
の
は
栃
木
県
か
ら
来
た
７
人

で
、
町
の
観
光
協
会
か
ら
記
念
品
が

贈
ら
れ
た
。

　
同
施
設
の
メ
イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
は

「
ラ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
、

自
分
自
身
の
こ
と
と
し
て
自
然
災
害

に
つ
い
て
学
び
あ
う
こ
と
が
で
き
、

参
考
に
な
る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
１
は
「
生
死
を
分
け

た
避
難
」
、
同
２
は
「
そ
の
と
き
命

が
守
れ
る
か
」
な
ど
だ
。
住
民
の
証

言
映
像
を
見
て
、
「
も
し
自
分
が
そ

こ
に
い
た
ら
、
ど
う
考
え
行
動
す
る

か
」
を
周
り
の
人
と
対
話
し
な
が
ら

考
え
る
た
め
、
「
と
て
も
身
に
な
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
好
評
。

　
岩
手
県
宮
古
市
に
あ
る
「
た
ろ
う

観
光
ホ
テ
ル
」
は
１
９
８
６
年
に
建

て
ら
れ
、
市
民
や
観
光
客
に
愛
さ
れ

て
き
た
施
設
だ
。

　
市
の
資
料
に
よ
る
と
、
東
日
本
大

震
災
で
高
さ
約

㍍
と
い
う
津
波
被

害
を
受
け
て
４
階
ま
で
浸
水
、
２
階

ま
で
は
柱
を
残
し
た
ま
ま
で
流
失
し

た
が
、
倒
壊
す
る
こ
と
な
く
、
現
在

の
姿
で
と
ど
ま
っ
た
。
津
波
の
威
力

や
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
る
貴
重
な
施
設

と
い
え
る
。

　
市
は
甚
大
な
被
害
の
記
憶
を
風
化

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
後
世
に
伝
え
る

た
め
の
震
災
遺
構
と
し
て
保
存
す
る

こ
と
を
決
定
。
２
０
１
４
年
に
市
が

取
得
し
、

年
に
「
被
災
し
た
あ
り

の
ま
ま
の
姿
を
残
す
こ
と
」
を
目
的

と
し
た
保
存
整
備
工
事
を
終
え
た
。

　
防
災
ガ
イ
ド
「
学
ぶ
防
災
」
に
申

し
込
め
ば
、
施
設
内
部
の
見
学
が
可

能
で
、
震
災
当
日
に
ホ
テ
ル
で
撮
影

さ
れ
た
津
波
映
像
も
視
聴
で
き
る
。

　
２
０
２
０
年
７
月
に
は
、
田
老
地

区
で
震
災
の
記
憶
や
教
訓
を
学
ぶ
ツ

ア
ー
の
利
用
者
が

万
人
に
達
し
、

た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
で
記
念
の
セ
レ

モ
ニ
ー
が
開
か
れ
た
。

　
東
日
本
大
震
災
は
、
東
京
電
力
福

島
第
１
原
発
事
故
を
引
き
起
こ
し
、

「
複
合
災
害
」
と
も
い
わ
れ
る
。
福

島
県
双
葉
町
に
あ
る
「
東
日
本
大
震

災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
」
は
、
複

合
災
害
を
経
験
し
、
復
興
へ
の
途
を

歩
ん
で
き
た
福
島
の
記
録
と
防
災
・

減
災
の
教
訓
を
伝
え
る
施
設
と
な
っ

て
い
る
。

　
プ
ロ
ロ
ー
グ
↓
災
害
の
始
ま
り
↓

原
子
力
発
電
所
事
故
直
後
の
対
応
↓

県
民
の
想
い
↓
長
期
化
す
る
原
子
力

災
害
の
影
響
↓
復
興
へ
の
挑
戦
―
と

い
う
流
れ
の
中
で
、
地
震
や
津
波
、

放
射
能
汚
染
の
恐
ろ
し
さ
を
知
り
、

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
語
り
部
講
習

も
あ
る
。
最
近
で
は
避
難
を
経
験
し

た
被
災
者
が
つ
づ
っ
た
手
記
や
日
記

を
収
集
・
保
存
す
る
取
り
組
み
に
も

着
手
し
て
い
る
。

　
県
に
よ
る
と
、
２
０
２
２
年
度
の

来
館
者
数
は
８
万
人
を
超
え
、
前
年

度
を
２
万
人
ほ
ど
上
回
っ
た
。

年

９
月
の
開
館

以
来
の
最
多

記
録
と
な
っ

た
。
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染

防
止
を
目
的

と
し
た
行
動

制
限
が
緩
和

さ
れ
、
「
ホ

ー
プ
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
が
浸

透
し
た
こ
と

が
要
因
と
み

ら
れ
る
。

　

　
宮
城
県
の
「
名
取
市
震
災
復
興
伝

承
館
」
は
名
取
川
沿
い
に
立
つ
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
展
示
ス
ペ

ー
ス
、シ
ア
タ
ー
ル
ー
ム
か
ら
な
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で
は
、

震
災
以
前
の
閖
上
の
ま
ち
並
み
を
再

現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
が
あ
り
、
今
と
全

く
異
な
る
風
景
に
驚
く
。
津
波
の
す

さ
ま
じ
さ
を
改
め
て
実
感
で
き
、
発

生
時
に
ど
う
行
動
す
べ
き
か
を
考
え

さ
せ
る
。

　
展
示
ス
ペ
ー
ス
で
は
復
興
に
関
わ

っ
た
人
た
ち
の
証
言
な
ど
で
構
成
さ

れ
た
復
興
の
歩
み
と
自
然
災
害
や
防

災
に
つ
い
て
学
べ
る
防
災
教
育
を
展

示
し
て
い
る
。
簡
単
な
防
災
の
ハ
ン

ズ
オ
ン
体
験
も
で
き
る
。

　
近
く
に
あ
る
「
か
わ
ま
ち
て
ら
す

閖
上
」は
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
存
在
で
、

地
元
事
業
者
や
応
援
者
に
よ
る
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
が
実
を
結
ん
だ
施

設
。店
内
に
は
食
事
処
や
シ
ョ
ッ
プ
、

カ
フ
ェ
も
あ
り
、
市
民
の
憩
い
の
場

と
も
な
っ
て
い
る
。


